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全国大会
最優秀賞

全国大会出
場

全国大会出
場 滋賀県１位

新　聞　部

E　S　S  アーチェリー部

部長　滝本　結衣
　虎姫高校新聞が復刊してから初めて全国総文祭で最
優秀賞を受賞することとなり、とても嬉しく感じると
ともに光栄にも思います。私たちの先輩方が築いてこ
られた努力の結果なので、感謝を忘れず、佐賀総文で
講評の先生方からいただいたご指摘を活かしてこれか
ら日々精進していきたいと考えています。深くまで掘
り下げる、興味を持っていただける、多くの人に読ん
でいただける、大勢の方に大切にしていただける、そ
んな新聞作りを目指して部員一同努力していきます。

副部長　上阪　いろは
　 県の秋季大会で優秀賞を受賞し、来年も全国大会へ
出場することが決定しました。今年佐賀県で行われた
全国大会で初めて最優秀賞をいただいたので、先輩方
に続けるように新聞作りに励みたいです。また、賞を
取ることだけにこだわらず、楽しく活動をしながら、
多くの方に読んでもらえるような新聞を作っていきた
いです。

 部長　大賀　凪紗
　第十二回滋賀県高校生英語ディベート大会で２位と
いう成績を収めることができ、全国大会への出場が決
定しました。このような結果を残すことができたのは
私たちを支えてくださった方々のおかげです。12 月
25 日、26 日に群馬県で開催される全国大会では昨

年の先輩方の記録を上回
ることができるように部
員全員で協力して挑んで
いきたいと思います。

  部長　西部　花
　 今回の秋季大会で、私たちは団体戦一位という結
果を残すことができました。先輩方が引退なさって
新体制になってからは、部員同士で衝突することも
何度もありました。しかし、その度にチームとして
少しずつ成長することができ、今回の結果に繋がっ
たのだと思います。日々支えてくださっている方々
への感謝の気持ち
を忘れず、今後も
頑張りたいです。

部 活 動 紹 介
 第146号  虎 高 Ｐ Ｔ Ａ 通 信  令和2年1月31日発行

2



科学探究部

卓　球　部

女子ソフトテニス部

水　泳　部

部長　臼井　のどか
　初めて近畿大会に出場することになり、大会当日
はとても緊張しました。緊張はしたものの、自分た
ちが取り組んできた研究の成果をしっかり伝えるこ
とができたと思います。
また、発表後の質疑応
答の時間では、普段は
会うことのできない他
府県の生徒とも話すこ
とができ、大変有意義
な時間を過ごすことが
できました。

１年１組　櫻井　美羽
１年１組　山岡　柚葉

　今回の秋季大会では、個人戦で近畿大会に出場す
ることができました。この結果を残すことができた
のは、先輩方・先生方の応援や家族のサポートのお
かげでだと思います。近畿大会まで練習ができる日

は限られていますが、秋
季大会で見つかった課題
を克服できるようにして
いきたいです。ペアで力
を合わせて頑張ります。

部長　竹中　快斗
　今回の秋季総体で団体戦ベスト８に入り、近畿新
人大会への出場が決定しました。
　このような結果につなげることができたのは、日々
ご指導いただく先生や OB の方々、応援してくださっ
た方々のおかげです。
　近畿大会へ出場する
だけで満足せずに、「ま
ず一勝」を目標にして
います。そのためにこ
れからも日々の練習を
精一杯頑張ります。

副部長　岡田　彩由果
　今回の秋季大会では、多くの部員が自己ベストを
更新し、日頃の練習の成果を発揮することができま
した。近畿大会では他府県のレベルの高さを実感し
ながらも、各々が納得のいく結果を残せたのではな
いかと思います。その結果が多くの方々からの応援
や支えの上に成り
立つことを忘れず
に、来年の春に向
けて頑張りたいと
思います。

令和元年度　秋季総体・高総文祭　結果

剣道部
男子団体
　１回戦　２－０　愛知
　２回戦　０ー５　比叡山
女子団体
　１回戦　３－１　彦根東
　２回線　０－３　比叡山　ベスト８
　　　　
野球部
　１回戦　２－５　守山

水泳部
男子 50 Ｍバタフライ　
　第４位　坪井公佑
女子 50 Ｍバタフライ　
　第８位　岡田彩由果
女子 100 Ｍ背泳ぎ
　第３位　野本幸花
女子 50 Ｍ背泳ぎ
　第８位　橋本来未

第３回近畿新人大会（奈良県）出場

アーチェリー部
男子 70m 個人
　第 5 位　中嶋駿介   1009 点
女子 70m 個人
　第 2 位　服部真依	 928 点
   第 3 位　森まな実	 843 点
   第 4 位　千田彩葉	 822 点
   第 5 位　西部　花	 817 点
   第 7 位　美濃部好香	 681 点
女子 70m 団体 （服部、森、千田、
美濃部の上位３人の点数計）2593 点　
以上の結果、28 年ぶりの団体優勝

卓球部
男子団体
　１回戦　３－０　八幡商業
　２回戦　３－２　彦根工業
　３回戦　３－１　近江兄弟社

近畿新人大会出場（奈良県）
男子シングル　竹中快斗	 ベスト 32
ダブルス　竹中・畑澤	 ベスト 16
　　　　　松井・薮田	 ベスト 16
	
サッカー部
　２回戦　０－ 13　綾羽

男子ソフトテニス部
団体　１回戦　０－３　伊香
個人　ベスト 64　河﨑・草野組
　　　　　　　　 柴田・山﨑組

女子ソフトテニス部
個人戦　山岡・櫻井ペア　ベスト 12

近畿インドア大会出場
団体戦　ベスト 12

男子バスケットボール部
　１回戦　96 － 75　能登川
　２回戦　65 － 89　長浜北

女子バスケットボール部
　２回戦　50 － 43　光泉
　３回戦　54 － 90　伊吹

男子バレーボール部
グループ戦	０－２　玉川
	 ２－０　大津
決勝トーナメント
　１回戦	 ０－２　光泉

女子バレーボール部
グループ戦	２－０　甲西
決勝トーナメント
　１回戦	 ０－２　大津

男子バドミントン部
団体　１回戦　１－４　玉川

女子バドミントン部
団体　１回戦　３－２　長浜北星　
　　　２回戦　０－３　玉川

陸上部
男子 100 ｍ　６位　廣畑敬太
男子 200 ｍ　３位　廣畑敬太
男子 4×100 ｍＲ　
　６位　野村、廣畑、北川、冨永
男子やり投げ　６位　藤田恵人
女子 4×100 ｍＲ　Ｂ決勝
　2 位　上出、赤尾、中村、細井
	
囲碁・将棋部
個人戦 
　２部リーグ　第３位　𠮷川浩生
	

吹奏楽部
県高文祭演奏　「吹奏楽のための犬夜叉」
	
ＥＳＳ
滋賀大会準優勝
ベストディベータ―賞
　２位　桐畑悠翔
全国高校生英語ディベート大会

（群馬県）に出場
	
科学探究部
第 39 回近畿高等学校総合文化祭

（京都府）に参加

新聞部
第 43 回滋賀県高等学校学校新聞コ
ンテスト　優秀賞（教育長賞）
第 44 回全国高等学校総合文化祭

（高知総文祭）新聞部門出場

美術部
県総合文化祭　美術・工芸部門
油絵その他出展（１、２年生全員）

近畿大会出
場
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第１位 第 2 位 第 3 位
クラス対抗リレー 3年4組 3年5組 2年4組
大 縄 跳 び 1年4組 1年1組 3年5組

クラスパフォーマンス 3年5組 3年1組 3年2組
スポーツの部総合 3年5組 1年4組 3年4組

７月５日（金）

スポーツの部

New era!
New tora!

今年度の虎祭　のテーマは
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最優秀賞 優秀賞
1 年音楽フェスタ 1年1組 1年2組
2 年クラス企画 2年6組
　　模擬店の部 2年4組
3 年クラス演劇 3年2組 3年5組

７月３日（水）・７月４日（木）

クリエイティブの部

New era!
New tora!

今年度の虎祭　のテーマは
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１年生 ３年生 全学年

１年生 ３年生 全学年
令和元年度  SSH講演会

ようこそ先輩  講演会

2019  東大・東工大・慶応大連携講座

「カワウが教えてくれること～鳥を通して自然と人とのかかわりを考える～」
■ 10 月 16 日（水）　虎姫高校体育館
　10 月 16 日（水）、全校生徒を対象に、本校体育館で SSH 講演会を開催しました。講師は滋賀県立
琵琶湖博物館学芸員の亀田佳代子先生
です。滋賀県民にはなじみ深いカワウの
話を通して、自然と我々との関わり方を
改めて見直す良い機会となりました。講
演の最後には生徒からの質問の時間が
設けられ、何人もの生徒が活発に手を挙
げて質問している姿が印象的でした。

「なぜ地元の診療所で仕事をしているのか？～その生き方から、虎高生へのメッセージ～」
■ 11 月 13 日（水）　虎姫高校体育館

　11 月 13（水）に「ようこそ先輩　講演会」を開催しました。講
師は浅井東診療所所長の松井善典先生です。松井先生は、大病院で
働く道ではなくあえて地元で働く道を選ばれ、浅井東診療所でご勤
務なさっています。現在は地元で働くことにやりがいを感じながら
仕事をされています。地元に貢献する生き方も将来の一つの選択肢
として考えてほしいということを伝えていただきました。
　将来のことを視野に入れて、日々をどう過ごしていくべきかとい
うことを意識することができるよい機会となりました。

■ 12 月 12 日（木）、13 日（金）
　令和元年 12 月 12 日（木）から 13 日（金）
に１泊２日間の日程で、東大・東工大・慶応
大連携講座が開催されました。この連携講座
は９年目ですが、今年度も東京大学・東京工
業大学・慶應義塾大学で講座やキャンパスツ
アーを行っていただきました。参加者は１年
生（第 74 回生）の希望者 22 名（男子 14 名・
女子８名）と、梅本校長、第１学年主任の菅
原教諭の総勢 24 名でした。今回の連携講座
は、生徒達にとって普段経験できない中身の
濃い貴重な経験となったようです。「自分の
今得意なことや好きなことを将来にどう活か
していけるか考えたいと思った」という感想
もあり、生徒達にとって将来のことを考える
良い機会となったようでした。今回の経験を
活かし、志し高く高校生活を有意義に送って
もらいたいと思います。

▲東京大学

▲浅草寺雷門▲東京工業大学

▲東京大学

各 学 年 の 活 動
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１年生 ３年生 全学年

フィールドワーク

夏季学習会
実施日：7 月 20 日（土）、21 日（日）

センター試験直前演習
実施日：12 月 25 日（水）、26 日（木）

■ 11 月 15 日（金）

　１年生２学期の「究理」の授業では、自
分たちの興味に応じて課題や疑問を設定し、
地域を取材・調査・報告する活動をしなが
ら、身近な自然科学や社会科学の諸問題を
様々な角度からみてみようという取り組み
を行っています。３月の発表に向け、専門
の研究機関等に実際に足を運び、生きた情
報を集めにいきました。

　３年生は、７月の虎祭のあとからは本格的に受験に向けた勉強に取り組んでいます。７月には２日
間で 20 時間の夏季学習会を行い、多くの生徒が有意義な時間を過ごすとともに、長い時間机に向かっ
て勉強をしていく姿勢を身につけることができました。また２学期は進路室に足を運び志望校の赤本
を借りる生徒や、教室や職員室前の廊下、図書館で自習に励む生徒の姿が多く見られました。センター
試験後は、１月特別講座・２月補習を行います。目標の進路に向かってラストスパート。本番で実力
を発揮できるように最後まで頑張っていきます。

以下、生徒の感想
● ネットの情報を鵜呑みにしてはならないと、改めて気づいた。今まで、調べたら出てくる、行く意味はないだろうと思ってい

たが、全く知らなかったことなどを詳しく教えてもらい勉強になった。
● 計画の段階から、初めてお会いする大人の方との話し合いということで、計画した事柄についての研究が深められるかどうか

よりも、その話し合い自体をうまく行えるかどうかという緊張感がかなりあった。訪問直前まで、どちらかというと、後ろ向
きな気持ちが大きかったが、始まってみると職員の方々も丁寧に、にこやかに出迎えて下さり、質問相手の方とも、自分の考
えを広げながら楽しみながらやり取りできた。

〈生徒のテーマ（一部抜粋）〉
●原子力の安全性と放射性廃棄物
●エネルギー枯渇について
●災害用ロボットの実用と課題
●世界で広がる薬不足問題
　～薬供給の現状とは～
●動物園の役割について
●自然災害と公共交通機関～自然災害時も
　安全に利用するには～
●労働問題について～将来ブラック企業に
　入らないようにするために～

▲愛知工業大学

▲阪神電鉄

▲京都大学エネルギー科学研究所 ▲京都府教育委員会

▲関西電力

▲滋賀里病院

▲大谷大学

▲近畿大学原子力研究所 

補　習
期　間

6 月補習 6/3 ～ 6/11

夏季補習 7/22 ～ 8/9

9 月補習 9/2 ～ 9/27

11 月補習 11/1 ～ 11/20

1 月特別講座 1/21 ～ 1/31

2 月補習 2/3 ～ 2/21
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　今年より行き先が、グアムから日本とも
近い台湾に変更になりました。海外体験に
よって視野を広げることや、多様な価値観
や文化に触れる中で大きく成長することが
できました。

□11月17日（日）
　  7：15 虎姫高校出発
　 15：00 桃

と う え ん

園国際空港着
  故宮博物院見学

□11月18日（月）
　 午前 クラス別研修
  （淡

た ん す い

水、九
きゅう

份
ふ ん

、野
や

柳
りゅう

）
　 午後 Ｂ＆Ｓプログラム
  （現地の大学生と班別研修）

□11月19日（火）
　 午前 復興高校との学校交流
　 午後 十

じゅう

份
ふ ん

観光（天燈上げ）

□11月20日（水）
　 午前 龍

りゅう

山
ざ ん

寺
じ

見学・茶芸店立ち寄り
　 14：20 桃園国際空港発
　 21：50 虎姫高校着

行程表

２年生
修学旅行
■11月17日（日）

　～11月20日（水）

学校交流

クラス別研修

十份
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B&S

クラス別研修

龍山寺・茶芸店
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２年生 （高大連携講座）サマーセミナー
滋
賀
大
学

滋
賀
県
立
大
学

■滋賀大学（文系分野）　7月25日（木）
　講義　「『神の見えざる手』は、いつでも働くのか？」 山下　悠先生
　　　　「人生100年は可能か」   河相俊之先生
　　　　「TVドラマを通して考える日本の裁判－『99.9 -刑事専門弁護士-』『緊急取調室』『白い巨塔』」　　坂田雅夫先生
　　　　「データサイエンスのすすめ」   杉本知之先生

■滋賀大学（データサイエンス分野）　8月20日（月）、21日（火）
　1日目　野外調査「ドローンによる河川地形のデータ採集」　
　2日目　講義と実習「河川地形モデルの作成」　
　　　　  京都大学防災研究所 教授 畑山満則先生
　　　　  滋賀大学データサイエンス学部 教授 和泉志津恵 先生

生徒感想
〇 データ収集、分析、そしてそのデータを様々なものに結び付

けデータの新しい価値を見出すことが、データサイエンスだ
と知ることができた。

〇 人の命を守るための防災マップを作る上で、ドローンが活躍
しているのを知り驚いた。あまりドローンについて最初は詳
しくなく、おもちゃのようなものというイメージだったので
驚いた。

■滋賀県立大学（文系分野）　7月25日（木）
　講義 地域文化学科　「記憶のデザインとしての景観まちづくり」   萩原　和先生
　 生活デザイン学科　「行動をデザインする。生活をデザインする。」  山田　歩先生
　 人間関係学科　「『当たり前』を疑う大学での学び―若者研究の領域から」 原　未来先生
　 国際コミュニケーション学科
　 「英語でのコミュニケーション～ネイティブの話す英語の感覚に触れる～」 小熊　猛先生

■滋賀県立大学（物理分野）　8月20日（火）、21日（水）
　1日目　講義と実験「内燃機関～エンジンのしくみ～」
　　　　  工学部　山根浩二先生　他
　2日目　講義と実験「環境問題とバイオディーゼル燃料」
　　　　  工学部　河﨑　澄先生　他
 
生徒感想
〇 身近な機械類でも、中身の仕組みや工夫などを全然知らな

かったという事がわかり、より将来科学に関連する職業に就きたいと思った。

■滋賀県立大学（生物分野）　8月20日（火）、21日（火）
　1日目　講義と実験「光る大腸菌の作成」
　　　　  環境科学部　入江俊一先生　他
　2日目　講義と実験
　　　　  「環境ＤＮＡを用いた琵琶湖集水域の生物分布調査」
　　　　  環境科学部　細井祥子先生　他

生徒感想
〇 今まで仕組みは知っていたけど、実際に実験していない PCR 法を今回実験できて、嬉しかった。水だけで、どの生物がど

れほど生息しているかが、分かるという事がすごいと思った。

■滋賀県立大学（化学分野）　8月20日（火）、21日（水）
　1日目　講義と実験「比色分析法を用いた水溶液中のリンの定量」
　　　　  人間文化学部　遠藤弘史先生　他
　2日目　講義と実験「PETの性質」
　　　　  工学部　　　　竹下宏樹先生　他

生徒感想
〇 講師の先生がとても親切でわかりやすく説明をしてくださり、

化学を面白いと何度も感じることができた。１日に 3 度も異な
る実験をするという貴重な体験ができて本当に良かった。
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滋
賀
医
科
大
学

■滋賀医科大学（医学分野）　8月22日（木）、23日（金）
　1日目　講義「医師の使命と働きがい」  社会医学講座  垰田和史先生
　　　　  講義「インフルエンザ」  病理学講座  伊藤　靖先生
　　　　  講義と演習「がんからみた医学」 病理学講座  杉原洋行先生　他
　2日目　講義と実験「血糖とインスリン」 生化学・分子生物学講座 小島秀人先生　他

生徒感想
〇 近年の医学、医療の考え方に触れることができて良かった。がん、インフルエンザなどの具体的な病気の事から、医療全

体の話まで聞けて、とても貴重な体験になった。実際に血糖値の移り変わりを数値で確認することができ、さらにグラフ
にすることで、自分の体で起きている事のすごさを感じた。

■滋賀医科大学（看護学分野）　8月22日（木）、23日（金）
　1日目　医学分野と共通
　2日目　講義「緩和ケア入門」   　　臨床看護学講座　遠藤善裕先生
　　　　  講義「科学としての看護学－看護学研究への誘い－」　 臨床看護学講座　宮松直美先生
　　　　  講義「人体のつくりと働き」　　　　　　　　　　　　 基礎看護学講座　相見良成先生　他

生徒感想
〇 様々な講座を受けて、前よりも「看護師として働きたい」という気持ちが強まった。自分で思っていた看護師の仕事が、

ほんの一部分なんだと感じ、とても驚いた。正直「この仕事が私にできるか」と不安になる部分もたくさんあった。今の
自分の気持ちと目標を持ち続けて看護師という仕事に就きたいと思った。

大
阪
大
学

■大阪大学大学院（物理分野）　8月5日（月）、6日（火）
　1日目　探究実験「重力と振り子についての探究」
　　　　  全学教育推進機構  杉山清寛先生　他
　2日目　レポート発表・講義・研究施設見学（大阪大学レーザー科学研究所）
　　　　  全学教育推進機構  杉山清寛先生　他
　　　　  大阪大学レーザー科学研究所 重森啓介先生　他
　　　　
生徒感想
〇 日頃できないような環境で、複数の実験ができて非常に良かった。夜の

レポート作成は深夜まで苦戦したが、今回のこの経験で得たものは大き
かった。

〇今回の講座ほど考えたことはなかったかもしれない。日ごろから今回のように、頭を使うことが大切だと感じた。

慶
應
義
塾
大
学

■慶應義塾大学小林研究会（建築・環境デザイン分野）　8月5日（月）、６日（火）　長浜市田根地区にて
　1日目　講義「地域資源の再評価と利活用」
　　　　  ＳＦＣ政策・メディア研究科　小林博人先生
　　　　  実習「古民家の再設計・改修を通じた周辺地域のまちづくり」
　　　　  （高校生によるイノベイティブな古民家改修）
　2日目　実習「古民家の再設計・改修を通じた周辺地域のまちづくり」

生徒感想
〇 １番感じたことはものづくりは緻密な計算によって成り立つ繊細なものだ

ということです。実際にやってみて、自分たちが切ったり削ったりしたも
のがキッチンの一部になっていくことに感動を覚えました。

虎
高
一
日
ロ
ー
ス
ク
ー
ル

in
金
沢
大
学

■虎高一日ロースクールin金沢大学（文系分野）　8月23日（金）
　午前  　「その決め方，ホントにいいの？」
　午後  　「プロセスの大切さを考えよう」　福本知行（金沢大学法学類　准教授）
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　金沢法友会（法学類公認学生サークル）の学生

生徒感想
〇 日頃よく使う多数決が、場合によっては不公平な決め方になってしまうことがよ

くわかった。…誰かから「○○って△△らしいよ」と言われたり、広告を見たり
したときなどは、それらを直ちに信用するのではなく、自分の足で動いて自分の
目で見て自分の頭で考えてから判断することが大切だと感じた。
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１年生（195人）　 ２年生（233人）　 ３年生（229人）　全体（657人）

10 月の初旬に、生徒全員を対象に日頃の生活につい
てのアンケートを実施しました。高校生活の意識や実
態を調査し、今後の教育活動の改善に活かしていくこ
とが目的です。その結果の一部を公表します。

１  あなたは、本校での生活に満足していますか。

３   次の中で、あなたが現在最も関心を抱いていることは
何ですか。

６   あなたの所属している部活動は、充実していますか。

５   あなたは、携帯電話やスマートフォンに依存したり、束縛
されたりしていると感じることがありますか。

２   次にあげる、本校の教育活動や高校生活の中であな
たが最も期待するものは何ですか。

４   あなたは、自分の所属するクラスで楽しく過ごせてい
ますか。　

７   あなたが部活動に取り組む１番の意義は何ですか。
次から最も近いものを選んでください。

高校生活について

部活動について

満足
している

大変充実
している

常に
感じる

校風・学校
全体の雰囲気

人間としての
生き方

勉強や
授業のこと

将来のこと・
進路について

友人などとの
人間関係

部活動に
ついて

恋愛に
ついて

自分の趣味・
楽しみについて

社会問題や政治
経済などについて

授業等の
学習指導

受験等の
進路指導

友人関係 師との
出会い

ＨＲや
生徒会活動

部活動 その他大体満足
している

まずまず
充実している

しばしば
感じる

あまり満足
していない

あまり充実
していない

たまに感じる
ことがある

不満である

充実
していない

ほとんど
感じない

160

120

80

40

0

160

120

80

40

0

100

75

50

25

0

100

75

50

25

0

140

105

70

35

0

（人）

（人） （人）

（人）

（人）

とても
楽しい

どちらかとい
うと楽しい

あまり
楽しくない

楽しくない

140

105

70

35

0

（人）

（人）80

60

40

20

0

勝利や上位大会進出な
どの結果を出すこと

高校生活の大切な
思い出や仲間づくり

自分の能力や技術を
高めること

部活動を通しての
人間的な成長

スポーツや文化活動
そのものを楽しむこと

その他

生活実態調査
アンケートのまとめ
（抜粋）
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その他の設問
・ あなたは、将来どのような生き方をしてみたいと考えますか。
・あなたは、学習塾や進学予備校に通っていますか。
・ 職業選択において、あなたが最も重要に考えることは何で

すか。
・ 定期テスト前の部活動中止期間の平日、あなたの平均的な

家庭学習時間は、どれくらいですか。
・あなたは部活動に所属していますか。

以上の設問の結果は、虎姫高校 HP にて公表し
ております。右の QR コードよりご覧ください。

８   あなたは、本校の授業全般に関して、満足を感じていま
すか。

10  あなたは、予習・復習・宿題・課題・テスト準備など、家庭で
の学習を行っていますか。

９   あなたは、本校の授業全体の難易度について、どのよ
うに感じていますか。

11  テスト期間以外の平日、あなたの平均的な家庭学習時
間は、次のどれに当てはまりますか。

12  あなたは、高校生活の意義をどのように考えています
か。最も近いものを次から選んでください。

14  あなたは、虎姫高校生であることに誇りを感じていま
すか。

13  あなたは、自分の中で、将来就きたい職業が具体的に
なっていますか。

授業・学習について

人生設計について

難しすぎる 毎日
している

満足
している

すでに
決めている

おおいに
感じる

１時間未満

日々の授業や勉強
に打ち込むこと

希望の進路を
実現させること

人間的に
成長すること

友人や仲間
をつくること

部活動に
打ち込むこと

高校卒業資格
を得ること

その他

やや難しい 大体毎日
している

大体満足
している

大体
決まっている

どちらかと
いえば感じる

１～２
時間以内

ちょうどよい あまり
していない

あまり満足
感がない

まだ不明確
である　

あまり
感じない

２～３
時間以内

やや易しい 易しすぎる ほとんど
していない

不満である

まったく
考えていない

ほとんど
感じない

３～４
時間以内

５時間以上 していない

140

105

70

35

0

120

90

60

30

0

180

135

90

45

0

100

75

50

25

0

140

105

70

35

0

120

90

60

30

0

（人） （人）

（人）

（人）

（人）

（人）

（人）120

90

60

30

0
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PTA模擬店

第68回全国高等学校PTA連合会大会
第45回近畿地区高等学校PTA連合大会

　７月３日（水）と４日（木）の虎祭では、有志の PTA 会員の方々に模擬
店を実施していただきました。ソフトクリームや焼きそば、フランクフル
トなどを販売し長蛇の列ができるほど大盛況でした。今年は新たに肉巻き
おにぎりを販売し生徒達に大好評だったほか、ソフトクリームのコーナー
ではうまく渦を巻くことを競う生徒達で賑わいました。
　PTA 会員の方々も、終始生徒達との会話を楽しみながら運営をしていた
だきました。普段は見られない生徒達の活き活きとした姿が見られて良かっ
たというご感想もいただき、非常に意義深い活動となりました。
　COM 委員会を中心とする PTA 会員の方々には、準備や運営、
後片付けなど、大変お世話になりました。

　８月 22 日（月）に京都府で開催された全国高等学校 PTA 連合会大会に参加をしました。今大会のメインテーマ
は「Kyo から！未来を拓く」、サブテーマは「受け継ぎ、創る新たなストーリー」でした。午前中は「京の大学訪問コー
ス」に参加し、京都女子大学と京都産業大学を訪問しました。大学の整った学習環
境や研究設備にとても感動しました。午後はロームシアター京都にて行われた開会
式と分科会に参加しました。分科会では、京都産業大学の永田和宏先生の講演を拝
聴しました。永田先生は、「正しく答える
ことよりも、正しく問えることの大切さ」
や、「当たり前の物事を問い直すことの大
切さ」などについて熱く語ってくださり
ました。家庭や学校での教育を見直す貴
重な機会になりました。次回は島根県で
開催されます。
　また、７月６日（土）に和歌山県で近
畿地区高等学校PTA連合大会が開催され、
役員の方が参加をされました。

P T A 活 動

たくさんの生徒で賑わいました
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PTA会員研修
■10月8日（火）
7：20
　虎姫高校出発

9：20～11：00
　同志社大学今出川キャンパス見学

11：30～13：00
　京都ホテルオークラ　昼食
　『トップラウンジ　オリゾンテ』　

13：30～14：30
　京都大学吉田キャンパス見学

15：00～15：30
　北野天満宮拝観

17：30
　虎姫高校着

キャンパス内を案内してもらいました

学業の成就を
お祈りしました。

●今回初めて会員研修に参加させていただきました。
小雨の降る中ではありましたが、京都の街並みをよ
り風情のあるものにしてくれました。
　始めに同志社大学の説明と学生の方の案内があり、
歴史ある立派な施設や最新の設備で学ばれている学
生方を間近で見ることができ、とても参考になりま
した。京都大学の見学後には、北野天満宮参拝です。
3 年生の保護者の方の気合いの入ったお参りと御守
りの購入には、みなさんの我が子への愛を感じた瞬
間でした。私も子どもを信じ、見守っていきたいと
思いました。ランチバイキングやバス内での先生方
のお話しなど、とても有意義な一日を過ごさせてい
ただき、本当にありがとうございました。

●小雨まじりの一日でしたが、最初の同志社大学では、
グループ毎に学生ガイドさんが案内してくださり、貴重
な建物などを効率的に見学することができました。しか
も、滋賀にゆかりのあるガイドさんが何人かいらしたこ
とで、とても親しみをもてました。また、ランチバイ
キングでは、和やかな雰囲気の中、隣り合わせた親御
さんともお話しする機会がもてたことも有意義でした。
　行きのバスの中で、先生方から「受験は団体戦」と
いうお言葉をいただきました。まさに子どもたちだけ
ではなく、私達もまた一緒に乗り越えていくものだと
改めて実感致しました。最後にこのような機会を与え
てくださりました先生方、ＰＴＡ役員の方々に御礼申
し上げます。

参加者の感想

同志社大学見学

京都ホテルオークラ

北野天満宮

京都大学見学
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編 集 後 記
　令和最初となりました今年度の PTA 通信は、いかがでしたでしょうか？
広報委員会中は、私も虎高時代が思い出され、時代の流れを体感し、幸福
な時間を過ごすことが出来ました。多様性が叫ばれる現代において、個々
の主体性が欠如していると、集団に埋没してしまいます。紙面に見られる
躍動感あふれる虎高生には、集団を突き抜ける力強さで、令和の時代を創
る活躍を期待します！

（広報　森川）
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